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2023年 12月期 第１四半期 決算説明会動画および Q&A掲載のお知らせ 

 

当社は、2023年 12月期 第 1四半期決算説明会動画、および決算に関する Q&A を掲載い

たしましたので、お知らせいたします。 

 

◼ 2023年 12月期 第 1 四半期 決算説明会動画 

 

◼ 2023年 12月期 第 1 四半期 決算説明会動画書き起こし 

※ログミーファイナンスのページに遷移します。 

 

◼ 2023年 12月期 第１四半期決算 Q&A 

売上高・各利益の成長が加速している背景は？ 

2022年 12月 第 4四半期（2022年 10月～12月）に過去最高の受注金額を記録し、2023

年期初から売上高に計上されたためです。特に、AWSユーザー向けの製品である WafCharm

及び Managed Rulesが好調で、大きく成長しております。 

 

営業利益率が前年同期の 18.6％から 22.6％に大きく増加している要因は？ 

広告宣伝投資内容を見直したことに伴い、広告宣伝費が前年同期比で減少したことなどが

一因です。売上高の増加に比べ販管費の増加が抑制されたため、結果として営業利益率が

向上しております。広告宣伝費に関しては、2025年の成長戦略達成に向け、適切なタイミ

ングで着実に投資してまいります。 

  

https://www.youtube.com/watch?v=Pl21CzJ5jSs
https://finance.logmi.jp/378119


米国法人を連結範囲に含めた理由と業績に与える影響は？ 

WafCharm for AWS Marketplaceのリリースを皮切りにグローバルで本格的に販売を強化す

ることに伴い重要性が増したことから、連結の範囲に含めることとなりました。 当第 1

四半期業績への影響としては、Managed Rulesの売上の一部が業績に取り込まれることに

より売上高が増加（+16百万円）する一方で、営業利益は若干減少（▲3百万円）してお

ります。 

 

円安に伴う為替影響は？ 

当社は WafCharm for AWS Marketplaceおよび Managed Rulesを米ドルで販売しているた

め、円安に伴い売上が増加します。 一方で、原価に計上しているサーバコストや、米国

法人における人件費などの費用も円安に伴い増加しており、結果として利益に与える影響

は軽微です。 

 

売上高におけるその他収益が 41百万円と、各四半期と比較して増加した要因は？ 

その他収益は、攻撃遮断くんにおける初期費用やスポット費用に関する売上や、脆弱性診

断などになります。 特に脆弱性診断に関しては第 1四半期に多く案件を受注する傾向に

あり、過去と比べても多く計上されました。第 2四半期以降に関してはある程度平準化さ

れる見込みです。 

 

人件費が大きく増加した理由は？ 

採用活動強化に伴い人員数が順調に増加したことに加えて、米国法人を連結子会社化した

ことに伴うものです。 

  



グローバル展開の状況は？ 

AWSファンデーショナルテクニカルレビューの認証を取得しただけでなく、国内唯一の

AWS WAF Ready Programのローンチパートナーにも認定されたことにより、AWSコミュニ

ティの中でも一定の信頼を獲得できております。この実績をもとにして、現在世界各国の

AWS社営業担当者やパートナー候補に対して認知拡大に向けたセミナーやディスカッショ

ンなどを進めています。また、Ordinary Experts社（米国）とインプリメンテーションパ

ートナーシップを締結したほか、複数の米国のパートナー企業とも提携に向けた活動を行

っております。 

 

WafCharm for AWS Marketplace はどれぐらい売れているのか？ 

2022年 11月末にリリースして以降、複数の有料課金ユーザーを獲得し始めております。

AWS及び AWSパートナーとの連携を日々深めており、より多くのユーザーに価値を提供で

きるよう、営業活動をおこなってまいります。 

 

Managed Rulesの ARRが 2022年 第 4四半期から大きく増加している理由は？ 

2022年 第 4四半期から 33.1%増加しておりますが、為替による若干の減少影響があるも

のの、ドルベースでの ARR 増加率は 14.3%となっております。残りの増加分は、連結範囲

の変更に伴い米国法人の ARRを新たに計上したことによるものです。 

 

一般社団法人サイバーセキュリティ連盟を設立した理由は？ 

中央省庁や大学との連携をより一層強化することにより、日本企業に対してサイバー攻撃

対策の重要性を啓発するためです。 

 

 

 

 

以 上 


